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１． 事業の目的 

 

   本事業は、歴史的・文化的価値のある我が国の貴重な文化関係資料が散逸・消失することの

ないよう、アーカイブの構築に向けた資料の保存及び活用を図るための望ましい仕組みの在り

方について調査研究等を行うものである。 

今回、黒澤明監督作品『羅生門』をその対象とする。 

『羅生門』（らしょうもん）は、芥川龍之介の短編小説 「藪の中」と「羅生門」を原作にし、1950

年（昭和 25 年）8 月 26 日に公開された日本映画である。 

本作は日本映画として初めてヴェネツィア国際映画祭金獅子賞とアカデミー賞名誉賞を受賞

し、黒澤明や日本映画が世界で認知・評価されるきっかけとなった。また、『羅生門』の脚本・

撮影・美術などは日本の芸術文化として世界で研究され、現在も世界各国の研究者による書籍の

出版やシンポジウムが開催されている。 

2008 年には米アカデミー協会の全面的サポートを受け、映像とサウンドを修復した「デジタル

完全版」が公開された。 

本作は歴史的・文化的に日本映画を世界に届けた、最も重要な作品である。 

しかしながら本作は、間もなく公開から 70 年を迎えるが、存命の関係者も少なくなり、 当

時の資料が散逸・消失の危機に瀕している。様々な芸術分野の専門スタッフ（監督、脚本、撮

影、美術、音楽等）の力を結集して作られる映画は、関連する非フィルム資料の種類（絵コン

テ、シナリオ、デザイン、楽譜等）も広範に及ぶことから、モデル事業的に特定の映画 1 作品

について調査研究を実施することで、そもそもどのような枠組みでのアーカイブ構築が可能な

のかを検討し、散逸・消失の危機にある関係資料の調査方法を検討した上で実施し、その資料

の適切な保存方法の実証調査及び活用方法等について検討を行うこととした。   

 

２．事業の期間 

   令和 2 年 2 月 3 日から令和 2 年 3 月 31 日 

 

 

３．事業内容 

 

 (１）調査対象の検討 

 映画関連の非フィルム資料について、どのような枠組みでアーカイブ構築が可能なのか、映

画関係者、学識経験者、学芸員等複数の有識者の意見を踏まえ、本事業における調査対象の検

討を行った。 
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（２）調査研究の実施内容 

 本事業の調査対象には、国立映画アーカイブ研究員、『羅生門』の権利を所有する株式会社

KADOKAWA(以下、KADOKAWA)アーカイブ担当、黒澤明研究家等の意見を踏まえ、以下のノンフィ

ルム資料・関係者を選定した。 

 

Ａ．製作当時のスタッフ・キャストが所有・旧蔵する台本等の資料。具体的には三船敏郎、橋

本忍、野上照代、宮川一夫等が使用した台本等の資料。 

Ｂ．映画資料所蔵館等に所蔵されているが未整理となっている資料 

Ｃ．『羅生門』の権利を所有する KADOKAWA に所蔵されている資料 

Ｄ．製作当時の関係者の証言 

Ｅ．ヴェネツィア国際映画祭事務局等に所蔵されている可能性のある当時の関連資料 

Ｆ．『羅生門』本編映像 

 

 

 

 

(３）課題項目別実施期間 

 

業務項目 
実施期間(令和２年２月３日～３月３１日) 

2 月 3 月 

製作当時のスタッフ・キャストが所有・旧蔵

する台本等の資料の検討 
⇒ ⇒                 

映画資料所蔵館等に所蔵されているが未整

理となっている資料の検討 
⇒ ⇒                 

KADOKAWAに所蔵されている資料の検討 ⇒ ⇒                 

製作当時の関係者の証言の検討 ⇒ ⇒                 

ヴェツィア等に所蔵されている可能性のある

当時の関連資料の検討 
⇒ ⇒                 

『羅生門』本編映像の検討 ⇒ ⇒                 

製作時のキャスト・スタッフ所蔵及び旧蔵の

台本等を収集整理し比較検討を実施する 
  ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒   

東映太秦映画村の未整理資料を調査し『羅

生門』関連資料を収集整理する 
   ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒     

KADOKAWAに残されている資料を整理調

査する 
       ⇒ ⇒ ⇒   

製作当時の関係者の証言をビデオ映像で

記録する 
   ⇒ ⇒   ⇒ ⇒ ⇒   
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ヴェネツィアへ出張し現地に残されている当

時の資料を調査確認する 
        ⇒ ⇒         

本編映像を本映画研究の視点で再編集す

る。 
  ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒   

傷みの状態に応じて修復を施す         ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

脱酸化もしくは保存箱で保存する             ⇒ ⇒ 

デジタルアーカイブ化する          ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

有形の記録媒体に保存をする          ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

解説をつけて資料性を高める                 ⇒ ⇒ 

画面タッチ式で閲覧出来るようにする                 ⇒ ⇒ 

証言記録映像の展覧会等での活用検討                 ⇒ ⇒ 

再編集本編映像の展覧会での活用検討                 ⇒ ⇒ 

本事業の成果報告を行う               ⇒ ⇒ ⇒ 

報告書を作成する                   ⇒ 

その他 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 
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４．事業結果報告 

 

 

（１） 調査の詳細 

 

Ａ．『羅生門』製作時のキャスト・スタッフ所蔵及び旧蔵の台本等を収集整理し比較検討を実施

した。（2020 年 2 月 3 日〜2020 年 3 月 19 日） 

 

＜主要スタッフ使用台本の読み解き＆比較研究の意義＞ 

 従来の映画研究に於いて、特に日本映画の研究に於いては、台本の精査から創造の秘密にア

プローチする手法を使っての研究は意外に少ない。 

台本を使った研究アプローチには、大きく二通りある。 

❶初稿（原作から始める場合もある）から決定稿までの内容の変遷を追うもの（本事業の場合、

原作、『羅生門物語』、決定稿を比較）と、❷〜❹主要キャスト・スタッフが撮影現場あるい

は準備段階で実際に使用した台本の分析である。 

 前者は初稿からの差異分析を行う事で脚本家・監督の作品意図がどう変遷したのかを研究す

る手法である。 

後者は映画の撮影現場で何が起こったかを認識或いは推量することで映画撮影の実際や創造

の秘密に迫る手法である。後者の場合は、当然ながら、メインスタッフの使用台本が一番その

目的に適う事が想定される。 

『羅生門』に関しては、いくつかのキャスト、スタッフの使用台本が現存しているが、その中

でもスクリプター（記録）の野上照代と撮影の宮川一夫の使用台本が、撮影現場での役割と使

用台本への書き込み等で重要な資料となる可能性を秘めていた。言うまでもなく、スクリプタ

ーは撮影現場での撮影内容を詳細に記録する役目であり（これに限らずアフレコや編集でも活

躍する）、撮影は監督の意図をくみ取り具体的に映像化するのが役目である。 

しかしながら、野上の台本も宮川の台本も今まで本格的な読み解きや撮影技術分析は行われ

ていない。従って、当然ながら両者の台本の比較研究も行われていない。 

そもそも、主要スタッフの台本の比較研究は『羅生門』に限らず、日本映画研究に於いては

皆無と言ってよいであろう。 

本事業では、野上・宮川台本それぞれの読み解き・分析と両者の台本の比較研究手法の 3 点

に関して実証調査を実施した。 

 

１）野上台本の読み解き 

杣売りが森の中を歩く有名な 1 連のシーン４～６の 15 カットと野上シナリオの対応表を作成 

 

２）宮川一夫の撮影技術分析 

同じくシーン４～６の世界を驚愕させた宮川の撮影技術についての解説 

 

３）野上・宮川台本比較研究 



 7 

多襄丸（三船敏郎）が真砂（京マチ子）をレイプするシーン 28 を比較し、決定稿になかったカ

ットの追加や撮影されなかったカット、撮影されたが編集でしようされなかったカット等が見

えて来ることを検証する。 

 

 

❶シナリオ『羅生門』の誕生まで 

脚本家を志す橋本忍は伊丹万作に師事していたが、伊丹が逝去した翌年の 1947 年初頭に芥

川龍之介の『藪の中』をベースに『雌雄』を書いた。 

ペラ 93 枚、映画にすると 40 分から 45 分程度のものであり、習作の部類と言っていいかも

しれない。 

1947 年秋、伊丹万作の 1 周忌が行われた際、伊丹の遺志により橋本忍の面倒は同じ伊丹門下

の監督佐伯清がみることになり、後日、橋本は自身の書いたシナリオを佐伯に預ける。 

佐伯清と黒澤明は東宝で共に助監督であり仲も良かった。黒澤明は佐伯清の監督デビュー作

『天晴れ一心太助』（1945 年）に脚本を提供している。 

因みに、この映画は黒澤明の盟友となり『羅生門』のプロデューサーでもある本木荘二郎の

プロデューサーデビュー作でもあった。 

1948 年のどこかで、橋本忍は佐伯清に自分が預けたシナリオ達を黒澤明に読んで貰えないか

と依頼し、佐伯清はこれを気安く引き受ける。 

黒澤明が『雌雄』をどこでいつ読んだのかははっきりしないが、橋本忍は 1949 年の浅春の頃

（3 月頃）、本木荘二郎からの『雌雄』を映画化したいとの一枚のハガキを受けとり、初めて黒

澤明と会う。当時、黒澤明は東宝争議後東宝との契約を打ち切り、本木荘二郎等と結成した映

画芸術協会として松竹、大映との本数契約をしていた。 

『雌雄』は大映と契約していた時代劇映画の候補として選ばれたのである。 

黒澤明は橋本忍に、「これ、ちょっと短いんだよな」と言って、書き直しを依頼する。 

ここで『藪の中』に『羅生門』を付け足すというアイデアが出された。橋本忍は一人で書き

直しに挑み『羅生門物語』として完成させる。 

しかし、この出来に黒澤明は満足せず橋本忍との共同での決定稿完成作業を希望したが、橋

本忍の持病の椎間板ヘルニアが悪化して止む無く断念し、黒澤明が伊豆の旅館に籠り一人で完

成させた。しかし、黒澤明が完成させた決定稿の題名は未定であったことが最近の研究で判っ

ている。 

映画の題名が『羅生門』と正式に決まるまでの変遷はこれからの研究課題である。 
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❷ 野上照代氏『羅生門』シナリオ分析解説 

 

 『羅生門』は、雨降りしきる羅生門の下、杣売と旅法師の二人が３日前に起った事件で参考

人として検非遺使庁に呼ばれ、そこで見てきたことを雨宿りに来た下人に語るところから始ま

る。杣売は「……三日前だ……俺は山へ薪を切りに行った」と話し始める。 

 ここに示す野上照代氏の使用した『羅生門』シナリオの 2 ページは、この杣売が山奥深く行

くところで、このシークェンスは、女の市女笠を発見するところまで続く。 

この杣売の山行きの一連のシークェンスは、山道から徐々に山奥深い藪の中に分け入る場面で、

宮川一夫の撮影と、黒澤明の編集に加えて、早坂文雄のボレロを基調とする音楽が掛け算の効

果を発揮し、杣売の山行きのモンタージュは、『羅生門』の導入部として屈指の名場面となっ

ている。 

 野上照代氏のシナリオの、シーン４山道（A）からシーン５林の中（A）のページには、カッ

トナンバー（C１～C１８）が記載され、最初に杣売が、山道を斧を担いで右方向に進むところ

から始まり、徐々に藪の中（シナリオ上では林の中）に入り込み、右に左に、奥へ手前にと縦

横に杣売の歩くその姿が、的確なマンガや矢印で移動方向などが記載されている。 

撮影は奈良の山奥で行われているために、撮影順番は現地の状況に合わせた順で撮影されてい

て、映画の編集後の順番とは異なる。 

また、撮影していても使用されなかったカットもあると思われる。その撮影画面を記録した

この野上照代氏シナリオは、傑作『羅生門』の創造の秘密を伝える第 1 級の資料となっている。 
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❸ 世界が驚愕した『羅生門』の映像と宮川一夫の撮影技術 

 

 『羅生門』の冒頭、杣売が森の中で武弘の死体を目撃したことを回想するシーンが描かれる。

杣売が斧を担いで輝く太陽と生い茂った草木の中を汗まみれで進む様子が絶妙なカットの積み

重ねで描かれる。 

世界を驚愕させた映像である。 

この一連のシーンは、監督黒澤明の創造的な要求に宮川一夫がその創意と撮影技術をもって

応えた映画史上に残る映像である。 

 特に注目すべきは、丸太橋を渡り鬱そうとした木々の合間を縫って歩くシーンである。 

森深くに入る杣売の姿を、左から右へのロングショットによる横移動後に正面に迫り、続いて

身体の左側を見せながら左へ遠ざかる背面に繋がるカットはワンカットで撮影された。 

このカットは、奈良・奥山の森の中で撮影されたが、森の中にカメラ移動用のレールを敷設

し、杣売がそのレールを跨いで歩く様子をレール上でカメラを移動させながら追いかけてワン

カットで撮影された。 

撮影初期に宮川一夫の技術によって作られたこの映像表現に大変喜んだ黒澤は、その夜宴会

で大いに盛り上がったという。 

世界映画史上に残る傑作『羅生門』の誕生はこの時に約束されたと言える。 
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❹『羅生門』シーン２８後半部の台本と映像分析 

 

 『羅生門』のストーリー半ば、シーン２８で語られるのは多襄丸の回想によって、多襄丸に

捕らわれた武弘の無様な姿を真砂が見るシーンで始まる。 

果敢に多襄丸に短刀で立ち向かう真砂であったが、ついに多襄丸の腕力に屈し貞操を奪われ

るシーンが展開する。 

このシーンでは、目の前で妻が犯される姿を見る夫(武弘)、犯されながらも無意識に男を求

める様な仕草をする妻(真砂)、そして後のストーリー展開に重要な物となる真砂が持っていた

短刀の行方が描かれる。 

 決定稿では、多襄丸に貞操を奪われる真砂の手から短刀が離れるカット(カット２７)から、

捕らわれた身の夫がなすすべもないままに見つめるカット、そして貞操を奪われながらも夫の

前で男を求める様な仕草を見せる真砂(カット２９)、続いて悲痛な表情を見せる武弘のカット

(カット３０)へと続く。 

真砂の手から短刀が落ちて地面に刺さる様子は決定稿には書かれていないが、撮影中に追加

されたことが野上の台本に書かれている(カット２８)。 

短刀が真砂の手から離れた後の血を吹きそうに見開かれた武弘のカットは撮影されていな

い。 

また、男を求める様に多襄丸の背中に手をはわせる真砂を見て悲痛に眼を閉じる武弘のカッ

ト(野上台本のカット３０)は撮影されたが本編では使われていない。 

すなわちこのシーンでは、多襄丸に刃向かうことを諦めた真砂の様子がメインで描かれてお

り、その様子を見つめる夫(武弘)の様子は描かれていない。 

野上の台本から、黒澤自身が執筆した決定稿に対して撮影現場でどの様に変更したのか、ま

た編集においてどの様に映像を選択したのかが明確に分かる。 

 宮川の台本の空白部には一部のシーンに関するコンテが書き込まれているが、カット No.の

記録や、台詞・ト書きにはほとんど書き込みがない。しかし本シーンに関しては撮影されなか

ったカットの台詞に赤線が引かれている。 

黒澤が意図する映像を撮影するためだけに集中していたであろうことが想像出来る。 
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Ｂ．東映太秦映画村の未整理資料を調査し『羅生門』関連資料の収集整理を行った。（2020 年 2 月 3

日〜2020 年 3 月 3 日） 

 

今回、現場に関わる資料としては、大きく二箇所＝映画の撮影が行われた、かつての大映京

都撮影所（太秦）の資料が大映の倒産時及びその後の京都撮影所閉鎖時に、その多くが寄贈さ

れ保存保管されていると考えられた「東映太秦映画村」と、『羅生門』の権利を所有する

「KADOKAWA」で、関連資料の捜索・収集整理を行った。そして、これまでには未発表であった

多くの資料を収集することが出来た。 

その中でも最も貴重な発見と言えるのは、以下、❶の映画芸術協会の原稿用紙で綴られた手

書きの『羅生門』の台本で、これまで伝えられてきた経緯から推察するとプロデューサー本木

荘二郎の筆によるものと考えられるものである。 

また❷は、この手書きの台本が大映側の責任者に渡り、❶をもとに起こされたものではない

かと考えられる梗概である。 

この流れが検証できれば、これまで類推されてきた創作の過程がさらに明確になるであろう。 

 

❶映画芸術協会の原稿用紙にまとめられた手書きの『羅生門』台本 

 

 
 

 

❷大映株式会社の原稿用紙にまとめられた「制作意図」と「梗概」 
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❸1950 年 8 月 24 日（公開の二日前）東京・帝国劇場に於ける初披露の「特別有料試写会」で

配布されたパンフレット 

 

❹翌年のヴェネツィア国際映画祭金獅子賞受賞による凱旋ロードショー時（1951 年 10 月 12 日

〜）の劇場パンフレット（有楽町スバル座） 

 

 

 

Ｃ．『羅生門』の権利を所有する KADOKAWA に残されている資料の整理調査を行った。（2020 年 3 月

18 日） 

 

一方、KADOKAWA 社内においては旧・大映から引き継がれた多くの写真資料が残されていた。 

既知の写真も多くあったが、今回見つかった以下のものは、羅生門オープンセットの建築過程、

また黒澤演出の代名詞の一つのように伝えられ、本作でもひときわ印象に残る「雨降らし」の撮

影技術の一端が垣間見られるものとして大変、貴重なものである。 

また、宣伝用に撮られた各キャラクター用の宣伝用特写写真のために俳優たちがポーズを取

っている１枚も、実にユニークな写真と言えるだろう。 

大映時代から KADOKAWA と引き継がれる中、LD、DVD、４K デジタル完全版制作、ブルーレイと

特典収録版等を作成して定期的に映画資料を活用してきているが、未デジタル化の貴重な映画

資料がまだ多く存在していることも判明した。 

これらの映画資料のデジタル保存も今後、必要であると思われる。 

 

❶『羅生門』オープンセット建築風景写真 

 

❷作品スチール＆撮影風景メイキング写真 

 

   左端に野上照代氏かと思われる制作風景写真。 

 

有名な「雨降らし」の実際がわかる貴重な写真 

 

主要俳優の宣伝用特写スチル撮影風景 

 

京マチ子の撮影所でのオフショット写真 

 

❸宮川一夫キャメラマンのキャメラテスト用記録ノート（表紙） 

 

❹画コンテ（描いたのは黒澤監督ではなく、助監督と思われる） 
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Ｄ．製作当時を知る貴重なスタッフとして、記録の野上照代、録音部の紅谷愃一にインタビューを敢

行し、その証言を４K ビデオ映像で記録した。（2020 年 2 月 19 日,2020 年 2 月 20 日） 

 

70 年前の作品だけに、今も撮影当時を語ることのできる証言者はほとんどいない。 

その中で黒澤映画の伝承者とも言える野上照代氏と、当時は録音助手であったが、その後日

本映画界の録音技師の第一人者となった紅谷愃一氏のインタビューが叶ったことは、本事業に

おいて、この上ない幸運であった。 

インタビューの詳細報告は記録された動画に譲ることにし、当報告書では写真とインタビュ

ー内容のみを記す。 

 

 

❶記録・野上照代氏インタビュー（2020 年 2 月 20 日 ご自宅にて。インタビュアー／槇田寿

文、岡田秀則） 

 

インタビュー時写真（左から、野上照代氏、槇田寿文、岡田秀則） 

 

 

 インタビュー内容（概要） 

１、 大映入社前 

板万会について／橋本忍、佐伯清について 

２、 大映入社後から『羅生門』に至るまで 

スクリプターの修行について 

一本立ちまでの経緯 

一本立ちしてからの作品について 

３、 『羅生門』の準備 
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参加の指示について 

台本を読んで 

黒澤監督との初対面 

ロケハン 

４、 『羅生門』題名の変遷について 

５、 『羅生門』撮影について 

黒澤明と宮川一夫（画コンテ→画作りについて） 

鏡の使用について 

（前出した）野上氏の台本の読み解きについて 

キャストとその仕事について 

スタッフとその仕事について 

６、 『羅生門』の編集、ポスプロについて 

７、 ヴェネチア映画祭グランプリの反響について 

８、 その後について 

 

 

 

❷録音部・紅谷愃一氏インタビュー（2020 年２月 19 日 国立映画アーカイブ相模原分館にて。

インタビュアー／槇田寿文、岡田秀則） 

 

    インタビュー時の紅谷愃一氏 

 

 インタビュー内容（概要） 

１、 大映入社 

録音課について／録音課の仕事、先輩たち 
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『羅生門』までの作品について 

２、 『羅生門』の準備 

黒澤監督の印象 

参加の経緯 

台本のイメージ 

スタッフミーティングについて 

３、 『羅生門』撮影（録音側から見た）について 

本作での紅谷氏の役割 

大映ではロケの同録が初めてだったことについての感想、困難な点 

野外アフレコについて 

４、 『羅生門』撮影（録音以外）について 

キャメラポジションや構図はどのように決められたか 

鏡の真相 

ロウソクで作ったフィルター 

墨汁の雨 

その他、黒澤監督の発言、逸話に関して 

キャストとその仕事について 

スタッフとその仕事について 

５、 『羅生門』の編集、ポスプロについて 

６、 ヴェネチア映画祭グランプリの反響について 

７、 その後について 

 

 

Ｅ．ヴェネツィア国際映画祭事務局等と連絡を取り、現地へ出張し現地に残されている当時の資料の

調査確認を行った。(→新型コロナの影響により実施できず) 

 

特記：『羅生門』のヴェネチア映画祭金獅子賞出品及び受賞時のアーカイブ資料調査について 

 本確認作業においては、現地 Archivio Storico della Biennale - ASAC を訪問し、当時の資

料調査をする予定でありましたが、現地入り当日（2020 年 2 月 24 日）、乗り換え地のフランク

フルト空港において、現地担当者 Michela Campagnolo 氏より新型コロナウィルスの影響により

Archivio Storico della Biennale - ASAC が閉鎖となる旨のメールを受け取り、ヴェネチア入り

を断念せざるを得ない状況となりました。このため、国立映画アーカイブ岡田及び映像産業振興

機構槙田は、同日、フランクフルト発羽田行きで帰国しました。 

以上、ご報告申し上げます。 
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Ｆ．『羅生門』本編映像を本映画研究の視点で再編集、以下の映像を制作した。（2020 年 2 月 3 日〜

2020 年 3 月 19 日） 

 

以下の写真のように、映画『羅生門』の劇中の登場人物四人＝杣売り、多襄丸、武弘、真砂、

それぞれの証言に基づくシーンをシンクロさせ、その食い違う証言を並列に現出させることで、

本作のテーマをリアルに体感させる８分 18 秒のプレゼンテーション映像を制作した。 

上映時間 88 分に亘る『羅生門』のテーマが一瞬にして理解できるのはもちろんのこと、４者

４様の視点を映画的空間において、より立体的かつ奥行き深く見せ、その結果、藪の中＝迷宮

を観るものに印象付けるという黒澤監督×宮川キャメラマンの計算され尽くした撮影技法を浮

き彫りにする意味でも、極めて価値のあるプレゼンテーション映像になったと思われる。 

こうしたプレゼンテーションは、言語の壁を越え、映像作品そのものの持つ力をダイレクト

に伝えるという意味でも有意義な試みであり、本作品のみならず、今後、他の日本映画におい

ても試みられれば、今後の世界の日本映画の研究者への良き教材にもなるかもしれない。本映

像がそのきっかけとなることを望むものである。 

 

プレゼンテーション映像「交錯する証言 〜四人の視点で見た『羅生門』〜」 
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（２） 保存 

 

Ａ．資料は傷みの状態に応じて修復を施した。 

 

Ｂ．資料は必要に応じて脱酸化もしくは酸化の進行を防ぐ保存箱で保存した。 

 

原稿用紙、台本資料の保存をするため、無酸の「弱アルカリ性保存容器」であるアーカイバ

ル容器を選択し、映画資料のサイズを計測して発注した。 

デジタルデータ化と現物資料の保存とを合わせて実行できたのは、今後の映画資料の保存保

管体制に向けて有意義な試みであったと考える。 
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Ｃ．資料はデジタルアーカイブ化を行った。 

 

既に紹介した本木荘二郎のものと推測される手書き台本を含め、橋本忍の生原稿、そして今

回の台本研究に活かした野上照代氏の撮影時使用台本、宮川一夫の撮影時使用台本をデジタル

アーカイブ化して保存した。 

こうした保存作業は、本作『羅生門』に限らず、過去の貴重な日本映画のノンフィルム資料

が年々散逸、劣化し、また失われていく状況下において急務であり、今回の作業は、そうした

映画資料のデジタルアーカイブ化の必要性を広く周知する意味においても、大きな意味を成す

ことだろう。 

 

今研究において、新規にデジタルアーカイブ化を行ったコンテンツ一覧は以下の通りである。 

 

・『羅生門』橋本忍氏直筆(生原稿)シナリオ 

・『羅生門』本木荘二郎氏推測(生原稿)台本 

・『羅生門』記録係・野上照代氏(印刷)使用台本 

・『羅生門』撮影・宮川一夫氏(印刷)使用台本 A 

・『羅生門』撮影・宮川一夫氏(印刷)使用台本 B 

 

 

 

 

 

Ｄ．再編集本編映像・証言記録映像はデジタル保存と共に有形の記録媒体でも保存をする 

上記 4 種類の中から 3 種類程度を実施した。 
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（３） 活用 

 

（１）（２）の今後の活用に関しては、以下のＡ〜Ｄに沿った展開を考慮するものである。 

 

Ａ．デジタル化した資料は解説をつけて資料性を高めることとした。 

 

特に台本に関しては、そこに書き込まれた『羅生門』製作時の情報を読み解く研究を行い、

今後、『羅生門』創造の過程を解き明かす一助とすることを目指すものである。 

また、これらの台本の比較研究を行うことにより新たな映画研究手法の確立を研究していく。

すでに（１）調査の詳細の「A」で詳述したように、比較分析により、今まで見えなかった映画

現場での撮影の実際までもが類推できることが証明された。 

これにより映画研究の新たな可能性が開かれたと言えるであろう。 

 

 
Ｂ．デジタル化した台本に関しては、将来の展示に備え、全ページを画面タッチ式でめくって

閲覧出来るようにする等、デジタルの利点を最大利用する。 

 

 

 

❶「羅生門」70 周年展示方法の試案 

 

 

◇ デジタルコンテンツ展示方法案 

『羅生門』70 周年 
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❷ ❶の案から導き出された今後の課題についての考察 
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Ｃ．証言記録映像は展覧会等での活用を検討する。 

 

Ｄ．再編集本編映像は展覧会での活用を検討する。 
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５．総括 

 

一昨年に国立映画アーカイブが設置され、令和が幕を開け、日本の映画アーカイブが新たな

一歩を歩み出そうというこのタイミングで、広く日本の文化関係資料のアーカイブの構築、そ

の調査研究の対象に、『羅生門』が取り上げられたことの意味はとてつもなく大きいと考える。 

いうまでもなく黒澤明は日本映画を代表する監督であり、『羅生門』は黒澤作品の中でも『七

人の侍』と双璧をなす日本映画史上の名作であるが、特に本作は 2008 年には、KADOKAWA、米ア

カデミー協会、東京国立近代美術館フィルムセンター（国立映画アーカイブの前身）によって

デジタル復元が行われ、その復元作業に対して全米映画批評家協会賞の映画遺産賞を受賞する

など、そのアーカイブ化においても、先んじた作業が行われている象徴的作品だからである。 

しかし、映画研究の分野において、そのアーカイブ化は、フィルムそのものだけでは完結せ

ず、付随する非フィルム資料のアーカイブ化も重要となることはいうまでもない。 

今回、デジタル復元に続いて、『羅生門』の非フィルム資料のアーカイブ化が一段と進み、

それらが利活用への第一歩を踏み出したことは、日本国内において映画資料のアーカイブ化の

重要性を広く認知させると同時に、国際的にも、日本映画の文化的発信力を今後一段と高める

ことに寄与することになるだろう。 

 


